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1.  平成21年3月期第3四半期の連結業績（平成20年4月1日～平成20年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

21年3月期第3四半期 151,318 ― 9,717 ― 9,839 ― 4,677 ―
20年3月期第3四半期 145,154 4.1 10,231 5.5 10,315 3.7 5,368 0.7

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期純利

益
円 銭 円 銭

21年3月期第3四半期 65.33 ―
20年3月期第3四半期 74.98 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

21年3月期第3四半期 90,581 61,685 68.1 861.56
20年3月期 88,717 60,201 67.9 840.83

（参考） 自己資本   21年3月期第3四半期  61,685百万円 20年3月期  60,201百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無   

1株当たり配当金

（基準日） 第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 年間
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

20年3月期 ― 20.00 ― 25.00 45.00
21年3月期 ― 20.00 ― ――― ―――

21年3月期（予想） ――― ――― ――― 20.00 40.00

3.  平成21年3月期の連結業績予想（平成20年4月1日～平成21年3月31日） 
（％表示は対前期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純

利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 203,000 4.9 12,000 16.7 12,150 17.2 6,300 27.3 87.99

4.  その他 
(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  

［（注）詳細は、３ページ【定性的情報・財務諸表等】 ４．その他をご覧下さい。］  

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更に記載されるもの） 

［（注）詳細は、３ページ【定性的情報・財務諸表等】 ４．その他をご覧下さい。］  

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
１．本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、本資料の発表現在において入手可能な情報及び将来の業績に与える不確実な要因に係る本資料発
表日現在における仮定を前提としています。実際の業績は、今後様々な要因によって大きく異なる可能性があります。 
 なお、上記業績予想の前提となる仮定及び業績予想のご利用に当たっての注意事項等については、３ページ【定性的情報・財務諸表等】３．連結業績予想に関する定
性的情報をご覧下さい。 
２．当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第12号)及び「四半期財務諸表に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第
14号）を適用しております。また、「四半期連結財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。  

新規 ― 社 （社名 ） 除外 ― 社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 21年3月期第3四半期  71,640,000株 20年3月期  71,640,000株
② 期末自己株式数 21年3月期第3四半期  42,284株 20年3月期  42,327株
③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 21年3月期第3四半期  71,597,702株 20年3月期第3四半期  71,598,383株
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当第３四半期連結累計期間におけるわが国の経済は、米国に端を発した世界金融危機がさらに深刻化す
ると共に急激な株安、円高による市場低迷の波を受けて下振れの懸念が強まりました。製造業、特に自動
車業界や家電業界を中心とする企業業績の悪化は甚大なものがあり、雇用環境も悪化する中、消費者の生
活防衛意識の高まりから、企業間による価格・サービス競争は激化し、今後も景気は後退して厳しい環境
が継続するとみられ、多くの企業が業績悪化に陥りました。  
このような状況下、第２四半期連結累計期間で生じた食品業界の安全を揺るがす社会的な問題を解決す

べく、平成20年10月より設置した食品管理課を本格稼動させ再発防止のため食品の安全対策、対応を講
じ、また専門の食品衛生コンサルティング会社と提携し、仕入食材の理化学検査を実施し、安全で安心で
きる品質管理システム構築に向けて邁進しております。また業務全般について一層の品質向上を図ること
でお客様への信頼回復に向けて活動してまいりました。 
当第３四半期連結累計期間の営業成績につきましては、新規獲得件数が当社で288件、連結子会社で147

件、併せて435件（前年同四半期比135件減少）となりました。一方、解約につきましては、当社で125
件、連結子会社で32件、併せて157件（前年同四半期比27件減少）となりました。当第３四半期連結累計
期間末における事業所数は、当社が4,196件、連結子会社で1,717件、併せて5,913件（前年同四半期比173
件増加）になり計画通り順調に推移しました。 
 以上のような活動の結果、当第３四半期累計期間の売上高は、1,513億円18百万円（前年同期比4.3％
増）になり、営業利益は97億円17百万円（前年同期比5.0％減）、経常利益につきましては、98億39百万
円（前年同期比4.6％減）、四半期純利益については、税務調査により過年度法人税等5億65百万円計上し
たことにより46億77百万円（前年同期比12.9％減）となりました。 
  
※当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号）及び「四半期財務

諸表に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第14号）を適用しております。したがいまし
て、当第３四半期連結累計期間の連結損益計算書と前年同期の連結損益計算書とでは作成基準が異なるた
め、前年同期比較に関する情報は参考として記載しております。 
  

  

（１）資産、負債、純資産の状況 

当第３四半期連結会計期間末における総資産の残高は905億81百万円となり、前連結会計年度末と

比べ、18億63百万円の増加となりました。主な内訳は、現金及び預金の残高が284億25百万円とな

り、前連結会計年度末と比べ、8億95百万円増加し、受取手形及び売掛金の残高が230億9百万円と前

連結会計年度末と比べ、11億66百万円増加し、有価証券につきましては償還により17億円減少しまし

た。これにより流動資産は、前連結会計年度末と比べ、14億40百万円の増加となりました。   

 また、固定資産の残高は337億85百万円となり前連結会計年度末と比べ4億22百万円増加しました。

主な内訳は、有形固定資産が 2億34百万円減少しましたが、無形固定資産についてのれんが5億86百

万円減少、ソフトウェア及びソフトウェア仮勘定が8億21百万円増加したことにより前連結会計年度

末と比べ2億34百万円増加しました。また、投資その他の資産は、長期性定期預金や前払年金費用等4

億22百万円増加によるものであります。  

 負債の残高につきましては288億95百万円になり前連結会計年度末と比べ、3億78百万円増加しまし

た。  

 純資産の残高につきましては、利益剰余金14億54百万円増加およびその他有価証券評価差額金29百

万円増加により616億85百万円になり、前連結会計年度末に比べ、14億84百万円の増加となりまし

た。  

（２）キャッシュ・フローの状況 

当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）の残高は237億

34百万円となり、前連結会計期間末に比べ37億24百万円の減少となりました。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

当第３四半期連結累計期間の営業活動により増加した資金は38億24百万円となりました。これ

は、主に税金等調整前四半期純利益98億13百万円、売上債権の増加額11億23百円、のれん償却額の

増加額7億33百万円、賞与引当金の減少額14億56百万円、仕入債務の増加額7億92百万円、未払金の

増加額6億66百万円、未払消費税等の増加額5億11百万円、前払年金費用の増加額4億16百万円及び

法人税等の支払額62億4百万円等によるものであります。 

【定性的情報・財務諸表等】         

1. 連結経営成績に関する定性的情報

2. 連結財政状態に関する定性的情報
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（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

当第３四半期連結累計期間において投資活動の結果使用した資金は43億32百万円となりました。

これは、主に長期性定期預金の預入による支出50億円や投資有価証券の償還による収入30億円及び

投資有価証券の取得による支出10億3百万円、無形固定資産の取得による支出11億29百万円等によ

るものであります。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

当第３四半期連結累計期間において財務活動の結果使用した資金は32億15百万円となりました。

これは、主に配当金の支払額32億15百万円等によるものであります。 
  

  

平成21年３月期通期連結業績予想につきましては、平成20年５月21日に発表しました業績予想数値の修

正は行っておりませんが退職給付会計において当社グループ企業年金基金は株式中心の運用を実行してお

り株式市況の悪化が現状のまま続き、確定給付型企業年金の運用利回り（当社グループ期待運用収益率

2.5％～4.0％）が大幅に下回ることにより多額の年金数理計算上の差異が発生する可能性があります。そ

の場合、売上原価、販売費及び一般管理費に影響することになり、利益に相当な影響を与えることになり

ますが期末の年金資産の時価総額により確定するため連結業績予想を判断する上では考慮しておりませ

ん。 

  
  

該当する事項はありません。 

  

（簡便な会計処理） 

①繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法 

繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、一時差

異等の発生状況に著しい変化がないと認められるので、前連結会計年度において使用した将来の業績

予測やタックス・プランニングを利用する方法によっております。 

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理） 

①税金費用の計算 

税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する

税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計

算しております。 

 なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。 

  

①四半期財務諸表に関する会計基準の適用 

当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第12号)及び「四半期財務

諸表に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第14号)を適用しております。また、「四

半期連結財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。 

②棚卸資産の評価基準及び評価方法の変更 

「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準委員会 平成18年７月５日 企業会計基準第

９号）を第１四半期連結会計期間から適用し、評価基準については、原価法から原価法（収益性の低

下による簿価切下げの方法）に変更しております。なお、この変更に伴う損益に与える影響はありま

せん。 
  

3. 連結業績予想に関する定性的情報

4. その他

(1) 期中における重要な子会社の異動(連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更
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5.【四半期連結財務諸表】 
(1)【四半期連結貸借対照表】 

（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成20年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 28,425 27,530

受取手形及び売掛金 23,009 21,842

有価証券 300 2,000

原材料及び貯蔵品 2,120 1,705

繰延税金資産 1,799 1,790

その他 1,183 525

貸倒引当金 △42 △39

流動資産合計 56,795 55,355

固定資産   

有形固定資産 2,958 3,192

無形固定資産   

のれん 4,645 5,231

ソフトウエア 939 138

ソフトウエア仮勘定 1,015 995

その他 318 319

無形固定資産合計 6,919 6,685

投資その他の資産   

投資有価証券 3,602 3,890

長期性定期預金 12,248 11,876

前払年金費用 4,506 4,089

その他 3,728 3,966

貸倒引当金 △178 △338

投資その他の資産合計 23,907 23,485

固定資産合計 33,785 33,362

資産合計 90,581 88,717

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 10,976 10,161

短期借入金 200 200

未払法人税等 2,264 3,346

賞与引当金 1,711 3,160

役員賞与引当金 26 45

その他 11,529 9,130

流動負債合計 26,708 26,044

固定負債   

繰延税金負債 735 696

退職給付引当金 773 804

役員退職慰労引当金 102 418

その他 575 551

固定負債合計 2,186 2,471

負債合計 28,895 28,516

純資産の部   

株主資本   

資本金 3,971 3,971

資本剰余金 4,463 4,463

利益剰余金 53,703 52,248

自己株式 △83 △84

株主資本合計 62,054 60,599

評価・換算差額等   

日清医療食品株式会社（4315）平成21年３月期　第３四半期決算短信

4



その他有価証券評価差額金 △368 △397

評価・換算差額等合計 △368 △397

純資産合計 61,685 60,201

負債純資産合計 90,581 88,717
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(2)【四半期連結損益計算書】 
【第３四半期連結累計期間】 

（単位：百万円）

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年12月31日) 

売上高 151,318

売上原価 125,090

売上総利益 26,228

販売費及び一般管理費  

運送費 3,429

役員報酬 428

給料及び手当 4,043

賞与引当金繰入額 407

役員賞与引当金繰入額 26

退職給付費用 120

役員退職慰労引当金繰入額 20

租税公課 388

減価償却費 197

のれん償却額 733

その他 6,714

販売費及び一般管理費合計 16,510

営業利益 9,717

営業外収益  

受取利息 160

受取配当金 2

その他 83

営業外収益合計 246

営業外費用  

支払利息 2

投資有価証券評価損 36

デリバティブ評価損 27

貸倒引当金繰入額 10

解約負担金 26

その他 21

営業外費用合計 124

経常利益 9,839

特別利益  

固定資産売却益 7

貸倒引当金戻入額 144

特別利益合計 151

特別損失  

固定資産除却損 2

減損損失 162

その他 12

特別損失合計 177

税金等調整前四半期純利益 9,813

法人税等 4,570

過年度法人税等 565

四半期純利益 4,677
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【第３四半期連結会計期間】 

（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間 
(自 平成20年10月１日 
 至 平成20年12月31日) 

売上高 50,916

売上原価 42,135

売上総利益 8,780

販売費及び一般管理費  

運送費 1,173

役員報酬 145

給料及び手当 1,357

賞与引当金繰入額 407

役員賞与引当金繰入額 8

退職給付費用 41

役員退職慰労引当金繰入額 2

租税公課 184

減価償却費 71

のれん償却額 176

その他 2,036

販売費及び一般管理費合計 5,605

営業利益 3,175

営業外収益  

受取利息 41

受取配当金 0

その他 22

営業外収益合計 64

営業外費用  

支払利息 0

デリバティブ評価損 74

解約負担金 14

貸倒引当金繰入額 10

その他 5

営業外費用合計 106

経常利益 3,133

特別利益  

固定資産売却益 0

貸倒引当金戻入額 67

特別利益合計 67

特別損失  

固定資産除却損 0

減損損失 59

その他 10

特別損失合計 71

税金等調整前四半期純利益 3,129
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（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間 
(自 平成20年10月１日 
 至 平成20年12月31日) 

法人税等 1,426

過年度法人税等 565

四半期純利益 1,137
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】 

（単位：百万円）

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年12月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー  

税金等調整前四半期純利益 9,813

減価償却費 321

減損損失 162

のれん償却額 733

デリバティブ評価損益（△は益） 27

貸倒引当金の増減額（△は減少） △160

投資有価証券評価損益（△は益） 38

ゴルフ会員権評価損 10

賞与引当金の増減額（△は減少） △1,456

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △18

退職給付引当金の増減額（△は減少） △37

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △316

受取利息及び受取配当金 △163

支払利息 2

有形固定資産除却損 2

有形固定資産売却損益（△は益） △7

売上債権の増減額（△は増加） △1,123

たな卸資産の増減額（△は増加） △401

仕入債務の増減額（△は減少） 792

未払金の増減額（△は減少） 666

長期未払金の増減額（△は減少） 49

未払消費税等の増減額（△は減少） 511

前払年金費用の増減額（△は増加） △416

その他 839

小計 9,870

利息及び配当金の受取額 161

利息の支払額 △2

法人税等の支払額 △6,204

営業活動によるキャッシュ・フロー 3,824

投資活動によるキャッシュ・フロー  

定期預金の預入による支出 △20

長期性定期預金の預入による支出 △5,000

有形固定資産の取得による支出 △41

有形固定資産の売却による収入 9

無形固定資産の取得による支出 △1,129

投資有価証券の取得による支出 △1,003

投資有価証券の売却及び償還による収入 3,000

長期貸付金の回収による収入 38

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による
支出

△188

その他 2

投資活動によるキャッシュ・フロー △4,332

財務活動によるキャッシュ・フロー  

自己株式の取得による支出 △0

自己株式の売却による収入 0

配当金の支払額 △3,215

財務活動によるキャッシュ・フロー △3,215

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △3,724

現金及び現金同等物の期首残高 27,459

現金及び現金同等物の四半期末残高 23,734
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当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第12号)及び「四半期財務諸表

に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第14号)を適用しております。また、「四半期連結

財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。 

  

該当事項はありません。 

  

【事業の種類別セグメント情報】  

当第３四半期連結会計期間（自 平成20年10月１日 至 平成20年12月31日）及び当第３四半期連  

結累計期間（自 平成20年４月１日 至 平成20年12月31日）  

給食事業の売上高及び営業利益の金額は、全セグメントの売上高の合計額及び営業利益の金額の合  

計額に占める割合がいずれも90％超であるため、記載を省略しております。 

  

【所在地別セグメント情報】 

当第３四半期連結会計期間（自 平成20年10月１日 至 平成20年12月31日）及び当第３四半期連  

結累計期間（自 平成20年４月１日 至 平成20年12月31日）  

本邦以外の国または地域に所在する連結子会社及び支店がないため、該当事項はありません。  

  

【海外売上高】  

当第３四半期連結会計期間（自 平成20年10月１日 至 平成20年12月31日）及び当第３四半期連  

結累計期間（自 平成20年４月１日 至 平成20年12月31日）  

海外売上高がないため、該当事項はありません。   

  

該当事項はありません。 

  

(4) 継続企業の前提に関する注記

(5) セグメント情報

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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前年同四半期に係わる財務諸表等 

（１）（要約）四半期連結損益計算書 

「参考資料」

前第３四半期連結累計期間（平成19年４月１日～12月31日）

  前第３四半期連結累計期間

(自 平成19年4月1日

 至 平成19年12月31日)

区分 金額(百万円)

Ⅰ 売上高 145,154

Ⅱ 売上原価 119,537

  売上総利益 25,616

Ⅲ 販売費及び一般管理費 15,385

 営業利益 10,231

Ⅳ 営業外収益 287

Ⅴ 営業外費用 203

 経常利益 10,315

Ⅵ 特別利益 43

Ⅶ 特別損失 386

 税金等調整前四半期純利益 9,972

   税金費用 4,604

   四半期純利益 5,368
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（２）（要約）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

前第３四半期連結累計期間（平成19年４月１日～12月31日） 

前第３四半期連結累計期間

（自 平成19年４月１日

至 平成19年12月31日）

区分 金額(百万円)

Ⅰ 営業活動によるキャッシュ・フロー

  税金等調整前四半期純利益 9,972

   減価償却費 295

   減損損失 107

  のれん償却額 679

   売上債権の増加(△)・減少額 △755

   たな卸資産の増加(△)・減少額 △658

   仕入債務の増加・減少（△）額 1,165

   その他 △1,045

  小計 9,762

   法人税等の支払額 △5,936

   その他 172

  営業活動によるキャッシュ・フロー 3,998

Ⅱ 投資活動によるキャッシュ・フロー

  定期預金の預入による支出 △20

   有形固定資産の取得による支出 △18

  有価証券及び投資有価証券の取得による支出 △3,002

   有価証券及び投資有価証券の償還等による収入 800

   金銭信託の償還等による収入 1,000

  連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得のための支出 △100

  その他 △207

  投資活動によるキャッシュ・フロー △1,548

Ⅲ 財務活動によるキャッシュ・フロー

   配当金の支払額 △3,220

   その他 △0

  財務活動によるキャッシュ・フロー △3,221

Ⅳ 現金及び現金同等物に係る換算差額 ―

Ⅴ 現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △771

Ⅵ 現金及び現金同等物の期首残高 22,856

Ⅶ 現金及び現金同等物の四半期末残高 22,084
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（３）セグメント情報  

【事業の種類別セグメント情報】 

前第３四半期連結累計期間(自平成19年４月１日至平成19年12月31日)  

給食事業の売上高及び営業利益の金額は、全セグメントの売上高の合計額及び営業利益の金額の合  

計額に占める割合がいずれも90％超であるため、記載を省略しております。  

  

【所在地別セグメント情報】  

前第３四半期連結累計期間(自平成19年４月１日至平成19年12月31日)  

本邦以外の国または地域に所在する連結子会社及び支店がないため、該当事項はありません。 

  

【海外売上高】  

前第３四半期連結累計期間(自平成19年４月１日至平成19年12月31日)  

海外売上高がないため、該当事項はありません。  
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